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FALCON-lのデータから、Ul直雲水町m:r前LWPを求め、
FALCON-Iの性能を評｛附する。 ) 
FAL仁ON-Iで得られたレーダ反射因子ZからLWPを算
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二つの!bi定 Frisch凶 al.(1998)
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3次モー メントと6次モー メントの
関係（倍磨屋他2004)
雲の粒干密度（Numberdensity）が高度
方向によらず一定である．
寸骨
航空慣による観測から層雲では成り立つ二
とが確認されているNicholls(1982)
大陸性雲の平均値
N =288x 10・［m-'J
MIies et al.(2000) 
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マイクロ波放射針 1分間Iこ2回I FALCON-I 1分間に6回
マイクロ波放射訓と FALCO!¥-Iの！，WPの相｜別について調べた ,., 
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-15dBZを超えるチャネルは
一つも検出されなかった
相1町が必いデータ
15dBZを超えるチャネルが ．岬f
多数検出された ｜ 事抑I
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!'ALCON-IのレーダliH凶「Zにより算出される／，WP
受信強度がーl5d8Z以下の範PHにおいては、
7イクロ波放射，，Iのデータと良い相関
一寸5dRZ以卜．ならば、 FALCOKIで Lfl伊は観測”l能
・サンプル日数を1¥1やす。
観ー測j条刊を泌たす円数が少なく、 I・分な検l涯が行えなかった．
・レーダ反射凶子の受信強度が 1ー5dUZを超える範凶において／，WP
を鉱山できるアルゴリズムの検討。
・2雪水盛だけではなく、：！？氷盆も求めれるようになる．
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